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令和３年度（2021年度）財政的援助団体等監査結果報告書の概要

１ 監査の実施方法等
令和３年度財政的援助団体等監査は、道が補助金、交付金等の財政的援助を行っている団体、

資本金等の４分の１以上を出資している団体、公の施設の管理を行わせている団体等のうち、道
の財政的援助等に係る額が多い団体や比率が高い団体、経常経費を援助するなど道の関与が高い
団体を中心に１４３団体を対象として、実地監査又は書面監査により、道の財政的援助等に係る
出納その他の事務が適切に執行されているかなどについて、令和４年６月から令和５年１月まで
の間に、北海道監査委員監査基準に準拠し実施しました。

２ 監査の結果
監査の結果については、是正又は改善を求めることとした事項を指摘事項、指導事項又は検討事項

に区分しています。

◎是正又は改善を求めた団体数：１６団体
（１）指摘事項 ６件（報告書Ｐ３）

違法又は不当な事項のうち、誤りの程度が重大なもの、著しい損害を生じているもの又は著し
く妥当性を欠くもの
・団体名： 医療法人徳洲会
内容１： 感染症医療提供体制整備事業費補助金において、病床の新設、増設に伴う初度設備を購

入等するための経費を補助の対象とし、補助金は、その経費と１床当たりの基準額に病床
数を乗じた金額を比較した低い額により決定されるが、設備の整備を行っていない病床数
も含めて補助申請を行い、額の確定が行われたため、補助金が１６９万３，０００円過大
となっていた。
また、備品の整備等において、１台ごとに購入額と基準額を比較すべきところ、購入し

た備品の平均単価と基準額を比較して補助申請を行い、額の確定が行われたため、補助金
が１７０万３，０００円過大となっていた。

内容２： 感染疑い患者受入医療機関設備整備等事業費補助金において、病床の新設、増設に伴
う初度設備を購入するための経費等を補助の対象とし、補助金は、その経費と１床当た
りの基準額に病床数を乗じた金額を比較した低い額により決定されるが、病床数を誤っ
て補助申請を行い、額の確定が行われたため、補助金が８２万４，０００円過大となっ
ていた。

内容３： 新人看護職員臨床実践能力向上研修支援事業費補助金において、補助金等精算書の記
載を誤ったことから、補助金１０万８,０００円が過大となっていた。

・団体名： 日本赤十字社北海道支部
内容１： 新型コロナウイルス感染症医療従事者宿泊支援事業補助金は、医療従事者が基礎疾患を

有する家族等と同居しており帰宅することが困難である場合等に宿泊施設に宿泊した経
費を補助の対象とするものであるが、補助の対象とならない「同居する家族が濃厚接触
者等であること」を理由として、宿泊した経費を誤って補助の対象として申請したた
め、補助金が５４万８，９００円過大となっていた。

内容２： 感染症医療提供体制整備事業費補助金における補助対象経費について、非課税である
物品の購入費用を計上する際に消費税及び地方消費税相当分を加算したため、補助金
６万８,０００円が過大となっていた。

・団体名： 地方独立行政法人北海道立総合研究機構
内 容： 統合研究データベース基盤保守管理業務に係る委託契約において、委託契約期間終了

後の保守に必要のない期間を含めて積算を行ったため、積算額が３８万９，６２０円過
大となり、契約額が２９万８，５８４円過大となっていた。

（２）指導事項 ２０件（報告書Ｐ３～Ｐ５）
違法又は不当な事項のうち、指摘事項までに至らないもの
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（３）検討事項 １件（報告書Ｐ５）
財政的援助等の所管部局で是正又は改善の方策等を検討する必要があると認められるもの


